
基礎構造の設計－正誤訂正表－（2003 年 3 月）－1－ 

正誤訂正表 
1章 設計の基本事項 

ページ 行 誤 正 

14  表 1.6.1 表中、“短期許容支持度”“長期許容

支持度” 

表1.6.1 それぞれ、“短期許容支持力度”“長期

許容支持力度” 

 

2章 地盤の基本的性質とその評価 

ページ 行 誤 正 

21 10 2.1.1）土質工学会：土質断面の読み方 2.1.1）土質工学会：土質断面図の読み方 

48 12 原位置凍結法などにサンプリングし 原位置凍結法などによりサンプリングし 

 

4章 直接基礎 

ページ 行 誤 正 

91 23 深い場合いは受働土圧 深い場合は受働土圧 

92  図4.1.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.1.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

96  表4.2.1 N値...＞50 表4.2.1  N値...＞30 

97 18 （4.3.2.）式に示す。Terzaghi （4.3.2.）式に示すTerzaghi 

99～104  式番号 

（4.3.5）、（4.3.6）、…（4.3.19）、（4.3.20）

式番号 

（4.3.4）、（4.3.5）、…（4.3.18）、（4.3.19） 

100 下から1 粘土地盤と考えて（4.4.12）式を用いる 粘土地盤と考えて（4.3.11）式を用いる 

101 下から4 実験結果のφは、（4.3.14）式の値に 実験結果のφは、（4.3.13）式の値に 

102 1 を検討し（4.3.15）、（4.3.16）式を提案 を検討し（4.3.14）、（4.3.15）式を提案 

103 下から7 （4.3.18）式の第1項は分散角1/2 （4.3.17）式の第1項は分散角1/2 

103 下から6 また、（4.3.19）式においては、 また、（4.3.18）式においては、 

104 3 φ＝0とすると（4.3.20）式となる φ＝0とすると（4.3.19）式となる 

104 下から5 荷重の傾斜：（4.3.7）式、（4.3.8）式より 荷重の傾斜：（4.3.4）式、（4.3.5）式より 

105 2 γ2＝（14.0×1.5＋16.0×0.5）／2.0＝14.8 γ2＝（14.0×1.5＋17.0×0.5）／2.0＝14.8 

105 下から3 内部摩擦角、粘着力：（4.3.14）式より 内部摩擦角、粘着力：（4.3.13）式より 

 

基礎底面深さの 
変更が必要か 

Yes

No基礎底面深さの 
変更が必要か 

Yes

限界支持力以下か No 

Yes

限界沈下量以下か No 

Yes

接地圧の計算 

沈下量の計算 

限界支持力以下か No

Yes 

限界沈下量以下か No

Yes 

接地圧の計算 

沈下量の計算 
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105 例表4.3.1 

正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

106 3 γ2={14.0×2.0＋(16.0－9.8)×3.0}/5.0=9.3 γ2={14.0×2.0＋(17.0－9.8)×3.0}/5.0=9.9 
106 7、10 荷重の傾斜：（4.3.7）式、（4.3.8）より 荷重の傾斜：（4.3.4）式、（4.3.5）より 

106 例表4.3.2 

正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

107 4 荷重の傾斜：（4.3.7）式、（4.3.8）より 荷重の傾斜：（4.3.4）式、（4.3.5）より 

107 8 γ2＝（14.0×1.5＋16.0×0.5）／2.0＝14.8 γ2＝（14.0×1.5＋17.0×0.5）／2.0＝14.8 

107  例表4.3.3 

表中の記号 Ic、Iγ、Iq 

例表4.3.3 

表中の記号 ic、iγ、iq 

107 下から6 根入れ深さ6mで支持 根入れ深さ5mで支持 

108 3 生じる応力p’を（4.3.24）式により算出 生じる応力p’を（4.3.17）式により算出 

108 6 支持力quは（4.3.24）式より以下のように 支持力quは（4.3.18）式より以下のように 

110 式4.4.2 

正（訂正箇所は    にて表示） 
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114  
（文、式、図中のすべて） zσ∆  （文、式、図中のすべて） zσ ′∆  

114  図4.4.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.4.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4.3.1) 式の計算 
荷重条件 

cc Nci ⋅⋅⋅α γγ ηγβ NBi ⋅⋅⋅⋅⋅ 1 qfq NDi ⋅⋅⋅ 2γ  

qu 
(kN／m2) 

限界支持力 

(kN／m2) 

常時荷重時 0 412 1148 1560 1040 
中地震時 0 231 930 1161 774 
大地震時 0 115 792 907 907 

 (4.3.1) 式の計算 
荷重条件 

cc Nci ⋅⋅⋅α γγ ηγβ NBi ⋅⋅⋅⋅⋅ 1 qfq NDi ⋅⋅⋅ 2γ
qu 

(kN／m2) 

A 

(m2) 

Ru 

(kN) 
常時荷重時 528 4 115 647 4.0 2588 
中小地震時 470 3 102 575 4.0 2300 
大地震時 428 1 93 522 4.0 2088 

 
H1

z

全上載圧

有効上 載圧

間隙水圧

地下水位

 
H1

z

全上載圧

有効上 載圧

間隙水圧

地下水位
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115  
（文、式中のすべて） zσ∆  （文、式中のすべて） zσ ′∆  

115 6 式4.4.15中 

m＝B／L 、n＝Z／L 

 

m＝B／z 、n＝L／z 

115 28 長方形分布荷重の内部 長方形分布荷重の外部 

116  式4.4.20 e1i-e0i 式4.4.20 e0i-e1i 

116 下から8,7 e-logσ曲線 e-logp曲線 

116 下から2 e-log・曲線 e-logp曲線 

116 32 ・4.4.12 図4.4.12 

117 1 e-log・曲線 e-logp曲線 

117  図4.4.12、図4.4.13中 

e-logσ曲線 

図4.4.12、図4.4.13中 

e-logp曲線 

117  式4.4.21 logσ-logσa 式4.4.21 logσb-logσa 

118 下から9 排土重量をその2／3－3／4として 排土重量をその2／3～3／4として 

119 12 ・4.4.15 図4.4.15 

119 27 精度計算するするためには 精度よく計算するするためには 

119 32 ・4.4.16 図4.4.16 

121 2 SDmax SD max 

123  例図4.4.1 辺AB間の記号“G” 例図4.4.1 辺AB間の記号“E” 

123  
（文、式中のすべて） zσ∆  （文、式中のすべて） zσ ′∆  

123 8 ＋Δσz･OEBF＋Δσz･OFCG＋Δσz･OCDH ＋Δσz･OEBF＋Δσz･OFCG＋Δσz･OGDH 

123 13 □OCDH：m＝B/z＝6/10＝0.6， □OGDH：m＝B/z＝6/10＝0.6， 
123 下から6 －Δσz･DLCN＋Δσz･DOIE－Δσz･DNJE －Δσz･DLGN＋Δσz･DOIE－Δσz･DNJE 
124  例図4.4.2 辺HIの長さ“30000” 例図4.4.2 辺HIの長さ“60000” 

124 13 
Dz ⋅∆σ ＝10×(0.137－0.131＋0.228)＋2×15

×(0.228－0.194)＝33.6 kN/m2 

Dz ⋅′∆σ ＝100×(0.137－0.131＋0.228)＋2×150

×(0.228－0.194)＝33.6 kN/m2 

124  例図4.4.3 粘土層の厚さ“1000” 例図4.4.3 粘土層の厚さ“2000” 

125 5 n＝L/z＝10/10＝3.0 n＝L/z＝10/10＝1.0 

128 下から3 近似解をを用いて 近似解を用いて 

129  例図4.4.7 辺BHの長さ“1000” 例図4.4.7 辺BHの長さ“10000” 

 

5章 杭基礎 

ページ 行 誤 正 

159   図5.2.5 語句挿入 

左図から順に“オールケーシング”、“アースドリ

ル”、“リバースサーキュレーション工法” 

164  図5.3.5 第一限界荷重 図5.3.5 第一限界抵抗力 

169  表5.3.1 

場所打ちコンクリート杭と最大摩擦力度との

重なる欄において 

Ts＝3.3N 

表5.3.1 

場所打ちコンクリート杭と最大摩擦力度との重

なる欄において 

τs＝3.3N 

 

171  図5.3.16 図のタイトル中 

周面摩擦力度とqu／2とqu／2との関係 

図5.3.16 図のタイトル中 

周面摩擦力度とqu／2との関係 

184 下から9 （kN/m2：孔内水平載荷試験結果より） （kN/m2：地盤調査結果より） 

185 3 Ru＝・・・・＝4.02×10－5 (kN) Ru＝・・・・＝4.02×105 (kN) 

207  表5.6.1 一様地盤中の弾性支障梁の解 表5.6.1 一様地盤中の弾性支承梁の解 

208 4 ロ) 杭頭が塑性曲げモーメントMyに達する ロ) 杭頭がひび割れモーメントMcに達する 
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208 8と9の間  

 

 

語句挿入 

ハ) 杭頭が Myに達するまでは、杭体の曲げ剛性

を(EI0/2)として、ロ) と同様の方法ではy0、

M0、Mmax等を計算する。 

208 9 ハ) 杭頭がMyに達した後は、それ以上の荷重増

分ΔH に対して杭頭を自由と仮定し、杭頭

に塑性曲げモーメントとΔH が作用したと

きの杭頭の水平変位Δy0および地中部最大

曲げモーメントΔMmax等を表 5.6.2 に示す

算定式によって計算する。その際も地盤の

非線形性を考慮し、杭頭水平変位(y0＋Δ

y0)に応じた水平地盤反力係数を採用する。

また、杭体の曲げ剛性は、部分的な塑性化

の影響を考慮して図 5.6.7 に示す(EI0 /2)

程度とする。 

ニ) 杭頭が塑性曲げモーメントMyに達した後は、

杭頭を自由と仮定し、杭頭に塑性曲げモーメ

ント Myと水平力 H が作用したときの杭頭の

水平変位 y0および地中部最大曲げモーメン

トMmax等を表5.6.2に示す算定式によって計

算する。その際も地盤の非線形性を考慮し、

杭頭水平変位 y0に応じた水平地盤反力係数

を採用する。また、杭体の曲げ剛性は、部分

的な塑性化の影響を考慮して図 5.6.7 に示

す(EIy)とする。 

208 14 ニ) 荷重(H＋ΔH)作用時の～ ニ) の文章はすべて削除 

208 16 ホ) ハ)～ニ)の作業をΔH を増大させながら繰

返し、 

下線部を削除 

210 17 Cu：粘性土の非排水せん断強さ (kN/m3) Cu：粘性土の非排水せん断強さ (kN/m2) 

213 下から13 Kh＝α×ξ×E0×B-3/4 Kh＝α×E0×B-3/4 

213 下から7と

8の間 

 文章を挿入 

杭の水平抵抗に支配的な影響を与える地盤の範

囲は、杭頭から3m(1/B)程度までである。 

214 25 ＝1030000 (m2) ＝1030000 (kN・m2) 

214 25 ＝5220000 (m2) ＝5220000 (kN・m2) 

214 下から5 表 
正（表中に単位を挿入） 

1000φ (単位力当り) 1500φ 

3.01 杭頭部曲げモーメント(M0) (kN・m) 4.22 
0.63 杭地中部最大曲げモーメント  

 (Mmax) (kN・m) 
0.92 

9.46 発生位置(lm) (m) 13.9 
5.31×10－5 杭頭変位(yt) (m) 3.32×10－5 

1.88×104 杭水平ばね(1/yt) (kN/m) 3.01×104 
 

215 6と7の間  語句挿入 

杭体の限界変形角θuを0.02(rad.)と仮定する。 

215 下から11 Kh0＝ Kh0＝ 

215 下から8 Kh＝Kh0×y0
-0.5 Kh＝Kh0×y0

-0.5 

215 下から5,4 Mu My 

216 11,15,20,25,30 Mu My 

216 下から1,2 θ θu 

217 1 E×I＝2.0×106 として、 E×I＝2.0×106 として、 

217 3,4,8,9,13,14 Mu My 

217  例図5.8.1 荷重－水平変位 例図5.7.2 荷重－水平変位 

225  式5.7.12および式5.7.13 

式中の“QD” 

式5.7.12および式5.7.13 

 “QD” 

225 12と13の

間 

 記号説明の挿入 

D：杭の外径(mm) 

228  表5.7.5 “軸力”の欄中、(1.8√Fc) 削除 

231 9 回転剛性   Kθ＝M0／θ2 回転剛性   Kθ＝M0／θ1 
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5章の例図および表の訂正（訂正箇所は  にて表示） 

174 例図5.1.1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

179 例図5.2.1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ）内の数値は換算Ｎ値で上限値を100とする 

■地盤条件

深度
(m)

地盤種別 Ｎ値

一軸圧縮
強度

qu
(kN/㎡）

最大周面

摩擦力度

τ
(kN/㎡）

平均

τ
(kN/㎡）

最大周面

摩擦力度

τ
(kN/㎡）

平均

τ
(kN/㎡）

1 粘土 2 12.1 15.2
2 3
3 1 27.8 11.0 13.9
4 2
5 1
6 3 33.0 13.2 16.5
7 5
8 ｼﾙﾄ混細砂 10 25.0 27.9 33.0 36.9
9 9 22.5 29.7

10 12 30.0 39.6
11 15 37.5 49.5
12 11 27.5 36.3
13 10 25.0 33.0
14 粘土 4 16.4 20.5
15 2 38.0 15.2 19.0
16 3
17 3
18 2 44.0 17.6 22.0
19 4
20 5
21 細砂 23 57.5 57.1 75.9 75.4
22 22 55.0 72.6
23 25 62.5 82.5
24 20 50.0 66.0
25 22 55.0 72.6
26 25 62.5 82.5
27 粘土 14 175.0 70.0 72.5 87.5 90.6
28 15 187.5 75.0 93.8
29 砂礫 20 50.0 87.5 66.0 115.5
30 (80) → 125.0 165.0
31 (100) →
32 (100) →
33 (100) →
34 (100) →
35 60
36 (100) →

(    )内の数値は下式による換算Ｎ値で上限値を１００とする。

                  N値
0   10    20    30    40    50  60

PHC埋込み杭 場所打ち杭

WL

）回打撃時の貫入量（
換算Ｎ値＝

  cm          50
30cm50     ×

■地盤条件 PHC埋込み杭

深度
(m)

地盤種別 Ｎ値

一軸圧縮
強度

qu
(kN/㎡）

最大周面

摩擦力度

τ
(kN/㎡）

平均

τ
(kN/㎡）

1 粘土 2 12.1
2 3
3 1 27.8 11.0
4 2
5 1
6 3 33.0 13.2
7 5
8 ｼﾙﾄ混細砂 10 25.0 27.9
9 9 22.5

10 12 30.0
11 15 37.5
12 11 27.5
13 10 25.0
14 粘土 4 16.4
15 2
16 3 37.5 15.0
17 3
18 2
19 4 44.5 17.8
20 5
21 細砂 23 57.5 57.1
22 22 55.0
23 25 62.5
24 20 50.0
25 22 55.0
26 25 62.5
27 粘土 14 175.0 70.0 72.5
28 15 187.5 75.0
29 砂礫 20 50.0 87.5
30 (80) → 125.0
31 (100) →
32 (100) →
33 (100) →
34 (100) →
35 60
36 (100) →

                  N値
0   10    20    30    40    50  60

WL
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198 例図5.5.1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

213 例図5.6.1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地盤条件 PHC杭Ｃ種500φ

深度
(m)

地盤種別 Ｎ値

一軸圧縮
強度

qu
(kN/㎡）

最大周面

摩擦力度

τ
(kN/㎡）

平均

τ
(kN/㎡）

1 粘土 2 12.1
2 3
3 1 27.8 11.0
4 2
5 1
6 3 33.0 13.2
7 5
8 ｼﾙﾄ混細砂 10 16.7 18.6
9 9 15.0

10 12 20.0
11 15 25.0
12 11 18.3
13 10 16.7
14 粘土 4 16.4
15 2
16 3 37.5 15.0
17 3
18 2
19 4 44.5 17.8
20 5
21 細砂 23 38.3 38.1
22 22 36.7
23 25 41.7
24 20 33.3
25 22 36.7
26 25 41.7
27 粘土 14 175.0 70.0 72.5
28 15 187.5 75.0
29 砂礫 20 33.3 79.2
30 (80) → 125.0
31 (100) →
32 (100) →
33 (100) →
34 (100) →
35 60
36 (100) →

(   )内の数値は換算Ｎ値で上限値を100とする

                   N値
0   10    20    30    40    50  60

WL

■地盤条件

深度
(m)

地盤種別 Ｎ値 α Eo=700N
Kh

(kN/m
3
)

平均
Kh

Kh

(kN/m
3
)

平均
Kh

Kh

(kN/m
3
)

平均
Kh

1 粘土 2 60 1400 4400 5300 2600 3100 1900 2300
2 3 60 2100 6700 3900 2900
3 1 60 700 2200 1300 900
4 2 60 1400 4400 2600 1900
5 1 60 700 2200 1300 900
6 3 60 2100 6700 3900 2900
7 5 60 3500 11100 6600 4800
8 ｼﾙﾄ混細砂 10 80 7000 29000 32000 17000 19000 13000 14000
9 9 80 6300 26000 15000 11000

10 12 80 8400 35000 21000 15000
11 15 80 10500 44000 26000 19000
12 11 80 7700 32000 19000 14000
13 10 80 7000 29000 17000 13000
14 粘土 4 60 2800 8900 7300 5300 4300 3900 3100
15 2 60 1400 4400 2600 1900
16 3 60 2100 6700 3900 2900
17 3 60 2100 6700 3900 2900
18 2 60 1400 4400 2600 1900
19 4 60 2800 8900 5300 3900
20 5 60 3500 11100 6600 4800
21 細砂 23 80 16100 68000 67000 40000 39000 30000 29000
22 22 80 15400 65000 38000 28000
23 25 80 17500 74000 44000 32000
24 20 80 14000 59000 35000 26000
25 22 80 15400 65000 38000 28000
26 25 80 17500 74000 44000 32000
27 粘土 14 60 9800 31000 32000 18000 18000 13000 13000
28 15 60 10500 33000 19000 14000
29 砂礫 20
30 (80) →
31 (100) →
32 (100) →
33 (100) →
34 (100) →

(   )内の数値は換算Ｎ値で上限値を100とする

                   N値
0   10    20    30    40    50  60

ＰＨＣ杭
B=500mm

場所打ち杭
B=1000mm

場所打ち杭
B=1500mm

WL
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207 表5.6.1 模型図中の曲げモーメントの向き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6章 改良地盤 

ページ 行 誤 正 

242  図6.2.1 

 

 

 

 

 

図6.2.1 

243  表6.2.3 表6.2.4 

246  図6.3.2 許容応力度設計法によるFscの考え

方 

図6.3.2 許容応力度設計法によるFcの考え方 

246 下から4 “quf7”  “qul7” 

247 7 
sf は次に述べる τf は次に述べる 

248 9 内部摩擦力 内部摩擦角 

248 18 断面積Ac 断面積Ap 

248 18 表中のB×L の Bは矩形断面に置き換えた時の

短辺幅であり，Lは長辺幅である． 

表中のB×LのBは短辺の外端長であり、Lは長

辺の外端長である． 

248  表6.3.3 改良体の断面積Ac (m2) 表6.3.3 改良体の断面積Ap (m2) 

249 11 1750kN／6.71m2＝260.8kN/m2 1750kN／6.72m2＝260.8kN/m2 

250  式6.3.18 

( )
( )( )11

1
1 211

1
νν

ν
αν −+

−
=  

式6.3.18 

( )
( )( )21

1
1 211

1
νν

ναν −+
−

=  

251 2 n12が0.1程度以上であり、 n12が0.1程度以下であり、 

252 下から13 αν1＝{(1－ν1)(1－2ν1)} 削除 

 下から12 ν1＝1／3と設定する ν1＝ν2＝1／3と設定する 

253 1 各極限状態 各限界状態 

255  図6.3.10 図中の記号“τ2” 図6.3.10 図中の記号“γ2” 

255 下から4,1 式6.3.31 式中および記号説明“φ” 式6.3.31 式中および記号説明“ψ” 

257 下から11 式6.3.34 Md ＝ (Qp / 2β)・RMO 式6.3.34 M0 ＝ (Qp / 2β)・RMO 

258 3 式6.3.35 

Qp＝Ql・{(Ns＋Wf)／(∑Ns＋∑Wf)}＋0.1・Wf 

式6.3.35 

Qp＝Ql・(Ns／∑Ns)＋0.1・Wf 

258  図6.3.13 (a) 

図中の記号“D2” 

図6.3.13 (a) 

図中の記号“d2” 

258  図6.3.13(a) 図6.3.13(a)中にコメントを挿入 

“ ＊ b1、b2は矩形におきかえた時の辺長 ” 

259  表6.3.4 表中“図6.3.14” 表6.3.4 表中“図6.3.13” 

 

（頭部に水平力と曲げモーメントを受ける杭の水平抵抗）
表 6.6.1 一様地盤中の弾性支承梁の解

l m1'

Mmax m1l
lm

'M0

(+)

m1

Mmax

l
ml

(-)

m1l

lm

l m1

Mmax

M0

λ/2

(-)

(+)

lm
maxM

Mtop

(-)

HH
0M

H
topM

topM

0h ≡

杭頭自由 杭頭固定

-1
λ≡h+β

e

H

h

H

h
ll

23

M
(1+βh)+1/2(1+βh)

H杭 頭 変 位 +23(1+βh) HH

ll

杭が地上に突出している場合

杭頭固定杭頭自由

杭が地上に突出していない場合

模 型 図

表 5.6.1

l m1'

Mmax m1l
lm

'M0

(+)
H

l

杭頭固定

改良体 改良材 
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259  表6.3.4 表中のコメント 

～大きい値を加力直線方向のμ1とし、 

表6.3.4 表中のコメント 

～大きい値を加力直角方向のμ1とし、 

259 下から2  

Ap＝4.097m2となる. 

コメントの挿入 

Ap＝4.097m2（フーチングからのはみ出し面積を

差し引いた値）となる. 

260  図6.3.14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.3.14 

261 9 式6.3.38 ≧許容圧縮応力度fc 式6.3.38 ≦許容圧縮応力度fc 

261 11 式6.3.39 ≧許容圧縮応力度ft 式6.3.39 ≦許容圧縮応力度ft 

261 13  記号説明の追加 

“b2：加力方向に対し平行方向の改良幅(m)” 

263  表6.3.6 

表中“ 形状係数 X ” 

表6.3.6 

表中“ 形状係数 κ” 

266  図6.3.26 

図中の記号“b3” 

図6.3.26 

図中の記号“b2” 

268 15と16の

間 

 語句挿入 

(3) 仮想底面への伝達荷重の算定 

268～271  項番号（3）～（7） 項番号（4）～（8）へ変更 

270  
式6.3.56 

2
bb

e 12
L

−
=  式6.3.56 

2
bb

e L2
L

−
=  

280  図6.4.5 STEP-2内 

7.1
N

'7.0
N

21Dr f

v

0
0

∆
+

+
=

σ
 

図6.4.5 STEP-2内 

v

0
0 '7.0

N
21Dr

σ+
=  

280  図6.4.5 STEP-6内 

e0、e1から改良率をαsを求める 

図6.4.5 STEP-6内 

e0、e1から改良率asを求める 

280  図6.4.5 STEP-7内 “αs” 図6.4.5 STEP-7内 “as” 

280  図6.4.6 STEP-0内 上部工の条件 図6.4.6 STEP-0内 上部構の条件 

280  図6.4.6 STEP-1内 細粒分含水率 図6.4.6 STEP-1内 細粒分含有率 

280  図6.4.6 STEP-5内 

7.1
N

'7.0
N

21D f

v

0
0r

∆
+

+
=

σ
 

)ee(
100
D

ee minmax
0r

max0 −−=  

図6.4.6 STEP-5内 

7.1
N

'7.0
N

21D f

v

1
1r

∆
+

+
=

σ
 

)ee(
100
D

ee minmax
1r

max1 −−=  

280  図6.4.6 STEP-6内 “αs” 図6.4.6 STEP-6内 “as” 

280  図6.4.6 STEP-7内 “αs”、“く形配置” 図6.4.6 STEP-7内 “as”、“矩形配置” 

283  

式6.4.6 
7.1

N
'7.0

N
21D f

v

0
1r

∆
+

+
=

σ
 式6.4.6 

7.1
N

'7.0
N

21D f

v

1
1r

∆
+

+
=

σ
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284  
式6.4.11 

s

s
s

a3

A2
a =  式6.4.11 

s

s

a
A

x =  

284  

式6.4.12 
s

s

a
A

x =  式6.4.12 
s

s

a
A

3
2x ⋅=  

285  図6.4.14 基礎の配筋例と地業 図6.4.14 基礎の配筋例 

287 5 変位緩衝工が設置 変位緩衝溝が設置 

287  図6.4.19 変位緩衝工の設置 図6.4.19 変位緩衝溝の設置 

 

7章 直接基礎の設計例 

ページ 行 誤 正 

291  表7.2.2 

一軸圧縮、E50 の 2-1(G.L.-6.0～7.0m)の欄

“19.72” 

表7.2.2 

一軸圧縮、E50 の 2-1(G.L.-6.0～7.0m)の欄 

“28.00” 

293 下から5 ・内部摩擦角φ＝0°とする ・内部摩擦角は安全側に評価しφ=0°とする 

296 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

下から11

 

 

下から8 

 

 

下から2 

 

正（訂正箇所は  にて表示） 

常時接地圧は 92.07.324)(kN/m5.299
0.40.4

4792 2 =
⋅

=<=
×

==
y

LyL
L R

A
A

R
A

N σσ  

16.13.266)(kN/m2.308
0.16

4931 2 =
⋅

=>===
y

SyS
S R

A
A

R
A

N σσ  

91.03.266)(kN/m5.243
5.45.4

4931 2 =
⋅

=<=
×

==
y

SyS
S R

A
A

R
A

N σσ  

92.06.277)(kN/m5.255
25.20

5174 2 =
⋅

=<===
U

UUU
U R

A
A

R
A

N σσ  

297  図7.5.1 

Es＝2.8N＝28MN／m2 

図7.5.1 

Es＝E50＝28MN／m2 

299 下から4 過圧密状態に留まるり圧密沈下 過圧密状態に留まり圧密沈下 

301 1 4. 下量の評価 4. 沈下量の評価 

 

8章 杭基礎の設計例 

ページ 行 誤 正 

307  図8.1.4 

深度 3.3mのN値 "2.6" 

深度 7.4mのN値 "1.5" 

深度 10.3mのN値 "2.6" 

Ns＝(11＋4＋2.6)／3＝5.8 

Ns＝(2＋1＋2)／3＝1.7 

Ns＝(2.6＋3)／2＝3 

図8.1.4 

深度 3.3mのN値 "3" 

深度 7.4mのN値 "1" 

深度 10.3mのN値 "3" 

Ns＝(11＋4＋3)／3＝6 

Ns＝(2＋2＋2)／3＝2 

Ns＝(3＋3)／2＝3 

309  表8.1.5 

深度 3.3mのN値の欄 "2.6" 

深度 4.0mのN値の欄 "2.2" 

深度 7.4mのN値の欄 "1.5" 

深度 10.3mのN値の欄 "2.6"  

深度 10.3mの補正Ｎ値の欄 "9.8" 

深度 10.3m の安全率 Fl（αmax=200）の欄

"0.75" 

表8.1.5 

深度 3.3mのN値の欄 "3" 

深度 4.0mのN値の欄 "2" 

深度 7.4mのN値の欄 "1" 

深度 10.3mのN値の欄 "3"  

深度 10.3mの補正Ｎ値の欄 "10.2" 

深度 10.3m の安全率 Fl（αmax=200）の欄 

"0.76" 
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深度 10.3m の安全率 Fl（αmax=350）の欄

"0.43" 

深度 10.3m の安全率 Fl（αmax=350）の欄 

"0.44" 

310 17 杭頭はGL－1.5m、杭先端は 杭頭はGL－1.58m、杭先端は 

310 下から1 正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

311 6 正 

 

 

312 6 正 
 
 
 

313 下から2 正 
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313 下から1 正 
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314 4 正 
 
 
 

314 5 正 
 
 

314 9 正 
 
 

314 10 正 
 
 

314 11 正 
 
 
 

315 5 杭頭はGL-1.5m、杭先端はGL-25.0mとする 杭頭はGL-1.58m、杭先端はGL-25.8mとする 

315 下から14 正 

 

 

316  表8.2.3 

右上の記号 “RTR” 

表8.2.3 

右上の記号 “RTY” 

316 下から5 正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

8.1430.1
2

444242.265.2s =
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+
+××=L・Στｓ

( ) φφ 8.2930.1508.143 =+=fR
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杭主筋 仮想RC

断　面

せん断面

P

杭主筋

σch

仮想RC

断　面

M

H

σcr

318  表8.2.5 

左上から2番目 “杭頭沈下量杭体考慮 (kN)”

表8.2.5 

左上から2番目 “杭頭沈下量杭体考慮 (mm)” 

319 2  語句挿入 

有楽町層の粘性土については、正規圧密または過

圧密状態であることから、 

319 8 ＝90.0(kN/m2)＜圧密降伏応力以下 Pc＝

92.0(kN/m2) 

＝90.0(kN/m2) Pc＝92.0(kN/m2) 

σ0はPcにほぼ等しく正規圧密状態にある 

319 14 中地震動（時一次設計時） 中地震動時（一次設計時） 

320 下から9 
4
3

00h BE k
−

= ・・・ξα  4
3

00h BEk
−

= ・・α  

320 下から7 ξ ：群杭の影響を・・・ξ ＝1.0とする。) 
削除 

322  表8.5.2 

上、右から2の欄中 “
β
π
2

” 

表8.5.2 

 

上、右から2の欄中 “ℓm” 

322 5 

Mmaxの発生深さ：
β
π
2

 Mmaxの発生深さ：ℓm＝ β
π
2

 

323 7 杭のフープのピッチはセンター指針に従い、 杭のフープのピッチは文献8.5.1)に従い、 

325  図8.6.1 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 
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326  表8.7.1 記号説明 

Kp：受動土圧係数 

表8.7.1 記号説明 

Kp：受働土圧係数 

327  表8.7.2 

層厚  4.0mのN値の欄 "5.8" 

層厚  3.0mのN値の欄 "1.9" 

層厚  3.0mのN値の欄 "1.9" 

 

表8.7.2 

層厚  4.0mのN値の欄 "6" 

層厚  3.0mのN値の欄 "2" 

層厚  3.0mのN値の欄 "2" 

 

9章 深層混合処理工法による地盤改良の設計例 

ページ 行 誤 正 

331 1 「建築物のための改良地盤～指針」 「改訂版 建築物のための改良地盤～指針」 

331 2 平成14年12月改訂 平成14年11月 

337 6 縁端部から0.141Dかつ10cm以上突出させる。 下線部を削除 

340 7 γ3＝8.1(kN/m3)  (改良体の単位体積重量は砂

と同じ) 

削除 

340 10 ic＝iq＝ir＝1.0、 η＝1.0 下線部を削除 

340 11 Df＝6.00(m) D’f＝6.00(m) 

340 下から3 ∴改良地盤底面の許容鉛直支持力度は 下線部を削除 
342 5 Qp＝Q1・{(Ns＋WF)／(ΣNs＋ΣWF)}＋0.1WF(kN) Qp＝Q1・(Ns／ΣNs)＋0.1WF(kN) 

342 5 (6.3.33)式より (6.3.35)式より 

342  表9.7.6 

正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

 

 

 

 

342  表9.7.7 

正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

 

 

 

 

343  表9.7.8 

正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

 

 

 

344 12 

13 

14 

Md＝max(Mmax，M0) ＝max(148,141) ＝148 

(Qp／2β)・RMmax＝270／(2×0.28)×0.307＝148

 (Qp／2β)・RM0＝270／(2×0.28)×0.292＝141

Md＝max(Mmax，M0) ＝max(149,142) ＝149 

 (Qp／2β)・RMmax＝272／(2×0.28)×0.307＝149 

 (Qp／2β)・RM0＝272／(2×0.28)×0.292＝142 

344 下から6,3 式中の数値“148” 式中の数値“149” 

345 4 式中の数値“148” 式中の数値“149” 

X0 X1 X2 X3 X4 単位(kN)

Y3 68 174 162 164 128
Y2 116 263 263 250 197
Y1 116 263 263 250 197
Y0 68 174 162 164 128

X0 X1 X2 X3 X4 単位(kN)

Y3 146 216 209 216 146
Y2 142 247 254 247 142
Y1 170 266 272 266 170
Y0 50 122 115 122 50

F1 F2 F3 単位(kN)

NS 1397 1119 757
WF 135 88 58
QP 272 216 146 （Ｙ方向加力時）
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345 10,14 式中の数値“270” 式中の数値“272” 

345 14 式中の数値“130” 式中の数値“131” 

345  表9.7.9 正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

345  表9.7.10 

正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

 

 

 

346  （文中すべて）許容鉛直支持力度 （文中すべて）極限鉛直支持力度 

347 5 (6.3.39)式よりQuを求める。 (6.3.41)式よりQuを求める。 

347 6 0.3×900＋(Qu／6.23)×0.58＝3.0×(Qu／

6.23) 

0.3×900＋(Qu／6.23)×0.577＝3.0×(Qu／

6.23) 

348 11 Mre＝Nse・Le＝1712×0.83＝1421 Mre＝Nse・eL＝1712×0.83＝1421 

348 下から7 M0＝Q・Ly－(2Pu1＋Pu2)・Ly2／6－Mτ－Mre M0＝Q・Ly－(2Pu1＋Pu2) ／6・Ly2－Mτ－Mre 

348 下から6  (2×90.8＋366.8)×(3.0×3.0)／6－373 (2×90.8＋366.8) ／6×(3.0×3.0)－373 

349 7 Fτ≦τmax …OK Fτ≧τmax …OK 

352 12 SE＝4・ΔSE＝4×0.43＝1.7cm SE＝4・ΔSE＝4×0.45＝1.78cm 

352 13 ΔSE＝q・Bb／(2Es)・Is＝181×280／(2×22400)

×0.378＝0.4cm 

ΔSE＝q・Bb／(2Es)・Is＝189×280／(2×22400)

×0.378＝0.45cm 

352 16 q：改良地盤底面下の有効接地圧(kN/m2)で以下

による 

q：改良地盤底面下の接地圧(＝189kN/m2) 

352 下から9～

7 

根切り土の重量：γ・Df＝17.0×1.00＝17.0 (kN/m2) 

この1/2を接地圧qeより減じて有効接地圧とする。 

q＝189－1／2×17.0＝181(kN/m2) 

削除 

352 下から5 (＝14・N＝22400kN/m2) (＝14×102・N＝22400kN/m2) 

352 下から2 S＝Seq＋SE＝0.73＋1.72s＝2.45cm S＝Seq＋SE＝0.73＋1.72＝2.45cm 

353  表9.8.2 

正（訂正箇所は  にて表示） 

 

 

 

 

 

353 2 1.67～2.45cmで相対沈下量、 1.67～2.51cmで相対沈下量、 

353 下から8 α2ｚ α’2ｚ 
353 下から2 圧密沈下量を下式によって算定する。 下線部を削除 

356 下から11 qul7 Vquf 

 

 

 

Mmax RMmax Qp σmax fc
Mo Z RMo Wp σmin ft

(kN･m)(kN･m) (m) (kN) (m
2
) (kN/m

2
) (kN/m

2
)

149 0.307 272 303 600 OK
0.28 142 149 5.00 1.4 0.292 1532 6.23 189 -120 OK

124 0.484 216 403 600 OK
0.42 64 124 5.00 2.1 0.247 1207 4.10 185 -120 OK

80 0.501 146 411 600 OK
0.46 39 80 5.00 2.3 0.246 815 2.70 193 -120 OK

Md Ｌ Ap
β 判定

Qp Ap τmax fτ
(kN) (m2) (kN/m2)(kN/m2)

F1 272 6.23 131 197 OK
F2 216 4.10 158 201 OK
F3 146 2.70 162 201 OK

判定基礎

F1 F2 F3
改良地盤の圧縮量　　　Seq(cm) 0.73 0.71 0.63
下部砂層の即時沈下量　SE(cm) 1.78 1.40 1.04
即時沈下量　S=Seq+SE 　S(cm) 2.51 2.11 1.67



基礎構造の設計－正誤訂正表－（2003 年 3 月）－14－ 

10章 締固め工法による地盤改良の設計例 

ページ 行 誤 正 

359 7 埋土層、およびその下のシルト混じり砂層は、 下線部を削除 

359 10 一方、それ以深の洪積粘性土層については 一方、GL-31m以深の洪積粘性土層については 

361 下から2 GL－2.5m～－13.5mの範囲の砂層で GL－2.5m～－13.8mの範囲の埋土層で 

362  表10.3.1 No.7、Fc(%)の欄“16.0” 表10.3.1 No.7、Fc(%)の欄“15.0” 

362  表10.3.1 No.6、Flの欄“空白” 表10.3.1 No.6、Flの欄“0.935” 

362 下から5 平均FLが1.0を越えることとする。 平均FLが1.0以上となることとする。 

363 25 B=L/2（L：改良深度） B=H/2（H：改良長） 

363  図10.5.1 図中の記号“ L/2” 図10.5.1 図中の記号“ H/2” 

363 下から1 GL－7.3m付近の砂層を例にとって GL－7.3m付近の層を例にとって 

364 12 表10.3.1より、Bs層 表10.3.1より、埋土層 

364 15 正（訂正箇所は  にて表示） 
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364 16 正（訂正箇所は  にて表示） 
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364 18 GL－7.3m地点の層を液状化させない 中地震時に液状化層全層で FL≧1.0 となる条件

として、GL－7.3m地点の層を液状化させない 

364 20 正（訂正箇所は  にて表示） 
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366 1 4. 大地震時にFL≦1.0となる 4. 大地震時にFL＜1.0となる 

366 2 液状化安全率FLが1.0以下となる 液状化安全率FL＜1.0となる 

368 7 常時荷重時、基礎底面に作用する接地圧σLと降

伏支持力度qyの関係から、 

常時荷重時、基礎底面に作用する接地圧σLは建

物総重量ΣW とべた基礎面積 A の関係から、σL

＝ΣW／A＝78.47 ｋN/ｍ2となり、降伏支持力度

qyとの関係から、 

371 下から11 式中の数値“284437.5” 式中の数値“137547.5” 

372 7 式中の数値“60.47” 式中の数値“60.77” 

373 下から1 式中の数値“777.14” 式中の数値“7771.4” 

374 3 Θ＝tan-1（H/ΣW）＝18.79°となり Θ＝tan-1（H/ΣW）＝15.11°となり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


